
長
崎
県
の
佐
世
保
港
・
松
浦
港
で
朝
獲
れ

の
魚
を
買
い
付
け
、
直
接
送
り
出
し
て
い

る
。
取
引
先
は
地
元
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
海
外

ま
で
。
仕
入
れ
た
鮮
魚
は
、
卸
売
市
場
、

量
販
店
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
、
食
品
メ
ー

カ
ー
ご
と
に
、
望
ま
れ
る
規
格
に
仕
立
て

直
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
出
荷
。
ま
た
、

自
社
で
Ｉ
Ｓ
О
２
２
０
０
０
取
得
（
食
品

の
安
心
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際
規
格
）

の
工
場
設
備
を
有
し
、
高
品
質
の
冷
凍
魚

を
国
内
の
食
品
加
工
業
者
、
養
殖
業
者
は

も
と
よ
り
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
へ
輸
出

し
て
い
る
。
１
９
４
７
年
創
業
の
漁
業
会

社
《
共
和
水
産
株
式
会
社
》
と
共
に
《
株

式
会
社
ニ
ッ
ス
イ
》
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と

し
て
、
地
域
の
水
産
業
振
興
に
貢
献
。
境

漁
港
で
の
買
い
付
け
・
販
売
シ
ェ
ア
は
、

10
％
を
超
え
て
い
る
。

 共和のネーム入りユニフォーム。動きやすく
市場内でも認識しやすい  水揚げされた魚
は、港の荷受業者によって種類や大きさごとに
選別され、市場の競りや入札にかけられる  
魚の色形やサイズ、脂乗りなどを見定め、価格
を提示する仲買人たち  競り落とし、出荷先
が決まったマダイ  高度衛生管理型の産地市
場として整備が進む、境漁港市場内。床面が緑
色に塗られた競り場では、複数の競りや入札が
同時に行われる  9月～6月に漁獲されるベニ
ズワイガニ。境漁港は水揚げ全国一位を誇る

6

2

1

4

3

5

 大澤宏光社長。船乗りを志し、水産大学卒業後日本水産株式会社
（現・株式会社ニッスイ）に入社。漁労事業部、営業職をへて、
2009年に共和産業へ赴任、2021年代表取締役就任  魚市場に近
く、国道431号沿いに位置する共和産業本社工場

　

一
年
を
通
し
食
卓
に
上
る
ア
ジ
や
サ

バ
、
イ
ワ
シ
。
初
夏
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
秋

か
ら
春
に
か
け
て
の
紅
ズ
ワ
イ
ガ
二
な

ど
。
日
本
海
沖
合
の
漁
場
で
獲
れ
た
多
く

の
魚
介
類
が
集
ま
る
境
漁
港
は
、
全
国
有

数
の
水
揚
げ
量
を
誇
り
、
水
産
業
振
興
に

特
に
重
要
で
あ
る
「
特
定
第
３
種
漁
港
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
※
全
国
に
13

港
）。
こ
の
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類

は
、
産
地
市
場
の
《
鳥
取
県
営
境
港
水
産

物
地
方
卸
売
市
場
》
で
競
り
や
入
札
に
か

け
ら
れ
、
東
京
・
豊
洲
の
中
央
卸
売
市
場

を
は
じ
め
全
国
の
消
費
市
場
に
運
び
込
ま

れ
る
。

　
《
共
和
産
業
株
式
会
社
》
は
、
境
漁
港
、

　
「
産
地
に
集
ま
る
大
量
の
魚
を
、
産
地

で
即
座
に
選
別
し
鮮
度
を
保
っ
た
ま
ま
、

首
都
圏
な
ど
へ
届
け
る
。
境
漁
港
は
、
先

輩
方
の
長
年
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
全
国

で
も
指
折
り
の
出
荷
体
制
を
築
き
、
全

国
、
特
に
日
本
海
側
で
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク

の
港
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
共

和
産
業
の
大
澤
宏
光
社
長
。
大
澤
社
長
は

ニ
ッ
ス
イ
時
代
、
営
業
で
全
国
の
港
や
水

産
会
社
、
量
販
店
の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
と
接

し
、
水
産
基
地
・
境
港
の
魅
力
を
実
感
し

て
い
た
と
い
う
。
２
０
０
９
年
、
共
和
産

業
へ
赴
任
し
て
か
ら
も
、
そ
の
認
識
は
変

わ
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
鮮
魚
は
そ
の

時
々
に
よ
り
大
漁
・
不
漁
が
あ
り
、
魚
の

質
や
量
、
価
格
も
、
日
々
変
動
す
る
。
そ

の
中
で
取
引
先
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に

は
、
共
和
産
業
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
仲
買
と
い
う
と
、

市
場
で
魚
を
競
り
落
と
す
場
面
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
が
、
大
切
な
の
は
情

報
収
集
と
情
報
発
信
。
天
候
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
漁
船
や
取
引
先
と
情
報
を
共
有

し
、
そ
の
都
度
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
仲
買
の
仕
事
は
、
魚
を
買
い
付
け
る

だ
け
で
な
く
、
仕
分
け
を
行
う
作
業
員
さ

ん
、
出
荷
を
担
う
配
送
業
者
と
の
協
調
体

制
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

協
力
会
社
と
互
い
の
信
頼
関
係
を
強
め
、

全
社
が
一
つ
と
な
っ
て
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
き
た
い
。
働
く
社
員
が
、
自
分
の

将
来
を
描
け
る
会
社
で
あ
り
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
」
と
大
澤
社
長
。
そ
ん
な
共
和

産
業
で
は
、
仲
買
と
い
う
仕
事
に
誇
り
を

も
っ
て
取
り
組
む
若
手
社
員
が
成
長
中
だ
。

20
LE ADING
COMPANY

共
き ょ う わ さ ん ぎ ょ う

和産業 株式会社

水産基地・境漁港の一翼を担う
若手の活躍が光る仲買人集団

1 2

そ
の
日
の
魚
を
瞬
時
に
選
び

生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

仲
買
の
仕
事
に
誇
り

協
調
体
制
強
化
で
成
長

社
員
が
将
来
を
描
け
る
会
社
に

098099



資料請求

2

公式サイトは
こちら

動画サイトは
こちら

求める人材像

創　業　昭和47（1972）年12月15日
代表者　代表取締役　大澤 宏光
社員数　34名（男28名　女6名）
〒684-0034
鳥取県境港市昭和町13番地21
TEL／0859-42-6171
https://www.kyowa-sakai.jp/
◦境港本社
◦松浦事務所（長崎県松浦市）
◦佐世保事務所（長崎県佐世保市）

卸売業

境港で水揚げされる鮮魚の販売および
冷凍加工品の製造販売 

共和産業 株式会社

業種

事業
内容

◦ 様 な々人とコミュニケーションをとるのが好きな方
◦自分で仕組みを作ることが好きな方
◦様 な々業界や事業に興味がある方

資料請求・お問い合わせ先

0859-42-6171
採用直通 TEL

インターンシップ

会社見学

魚の買い付けを行う営業職は、水

揚げ状況や天候に応じ、仕事量が

大きく変わります。朝５時30分の競り

に合わせて出社しますが、魚の買い付け

量によっては９時頃に退社することも。

実働６時間40分のフレックスタイム制

を導入していますので、メリハリを持っ

て働くことができます。

魚の知識は、入社してから覚えれ

ば問題ありません。先輩たちは

水産系の学校出身者は少なく、工業系や

文系学部、普通科高校卒業者など様々で

す。入社後３カ月はОＪТで、鮮魚の買

付業務、出荷作業、冷凍作業など、会社

の業務を持ち回りで研修します。日々の

水揚げ状況に左右されるため、教科書通

りでは無い仕事です。一つずつ経験を積

んでください。

もちろん活躍できます。市場で

魚を買い付けるというと、威勢が

よくて力仕事が多い「男の職場」のよう

に思われがちですが、意外と力仕事は少

ないです。ただ、良い魚をできるだけ多

く仕入れる為に広い市場内の複数の競り

場を行き交うこともあり、ダッシュ力は

必要かもしれません。また、自社の作業

場で商品の出荷作業を手伝うこともあり

ます。

食品安全マネジメントシステムの

国際規格、「ISO22000」取得の

自社工場での鮮魚や冷凍魚の生産管理、

営業担当者の得意先をフォローする営業

事務、経理、総務があります。営業事

務、経理、総務といった本社スタッフは

８時～15時30分が定時の勤務時間です。

春に旬をむかえる沖メバル 

競りの合間の営業職チーム 本社では、27名の社員が常時勤務している 

買い付けた魚は取引先ごとに振り分け、作業員が
配達するまで確認

　協力会社の魚の仕分け作業を

していたのをきっかけに、共和

産業に入社した山根亮平さん。

第一鮮魚部をへて、２年前から

第二鮮魚部へ異動。仙台から博

多までの卸売商社、スーパー約

50社を取引先に持ち、市場での

競りはもとより、まき網漁船が

獲ってきた魚を船ごと買い付ける

“ひと船買い“など、大きな取引

を担当している。「サバ、アジ、イ

ワシ、今は年間獲れるブリなど、

船ごと買い付けています。見本

の魚を見て、このサイズは鮮魚

で売る、このサイズは冷凍魚に

なるなど、わずか５分くらいで見

極める。その後は自分で考え、

あちこちの取引先に売っていき

ます」。話を聞くと神業に思える

が、入社３年目から研鑽を積ん

でいたという。「今は自分の見立

てが８割方適中しますが、外れ

ることもあります。そのためにも

毎日の取引を必ず検証するよう

にしています。その積み重ねで

今がありますが、この仕事は毎

日毎日状況が違うので、飽きる

ことがありません」と笑う。「大

きな取引でも、自分のような若

手を信頼し、仕事を任せてくれ

ます。その分プレッシャーはあり

ますが、もっと勉強してがんばろ

うと、モチベーションも高まりま

すね」。情報を自分の目と頭で分

析するため、携帯電話の気象情

報アプリは常にチェックする。

山根さん含む同期入社３名が、揃って課長に昇進。第一鮮魚部、第二鮮魚部で連携し
ながら、会社全体で利益を出すため励まし合い、切磋琢磨している。プライベートで
は新居を購入し、３児の父親。保育園のお迎えなど子育てにも積極的。

得意先からの注文では、鮮度はもとより、魚のグラム数(大きさ)を指示されることも。
「同年代の他の人が経験できないような仕事にチャレンジしている実感があります」
と話す。休日は友だちとドライブやキャンプに行くのが楽しみだ。

　入社４カ月目の７月から営業に

配属され、競りに立つようになっ

た橋本由那さん。境港市内の大

型量販店や回転寿司チェーン

店、米子市内の居酒屋などの取

引先に向け、鮮魚を買い付け販

売している。競りの開始時間は５

時30分だが、その１時間前には

出社して魚をチェックするように

している。「少しでもお客様の要

望に沿った魚を仕入れたいの

で、早めに出社しちゃいます」と

ほほ笑む。もともと魚を食べるの

が好きで、魚を売る仕事をしてみ

たいと、共和産業に就職を決め

た。同じ水産業界で働く父親の、

“ニッスイのグループ企業だから

安心して働ける“という言葉も、

背中を押してくれた。

　初めて会社を代表し、一人で

競りに立った時は不安もあった

が、社内をはじめ場内の人たちは

皆やさしく、数少ない女性仲買人

（他社）とも顔見知りになった。

「先輩からは『なるべく安く買おう

と思うな。欲しい魚があったら、高

く買わないとダメ』とアドバイスさ

れました。常に忘れないようにし

ています」と話す。今はまだ、仲

買の仕事を覚えるのに夢中の毎

日。でも、自分に仕事を任せてく

れる得意先や会社の人たちの信

頼に応えるために、思い切りチャ

レンジしている。

同期入社で揃って課長に昇進
会社の次世代を担う責任感がエネルギー

『魚を売る仕事に就きたい』という希望が叶い、
奮闘する毎日です

第二鮮魚部 課長

山根 亮平さん
（2015年４月入社）

第一鮮魚部 鮮魚二課

橋本 由那さん
（2022年４月入社）

魚の知識がないと
ダメですか？

女性でも
活躍できる仕事？Q. Q.

共和産業のあれこれQ&A

営業の他には
どんな仕事が
ありますか？Q.

１日の勤務時間に
ついて教えて
くださいQ.

A.

A. A.

A.
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